
ヤップ海溝の海底地形
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日本の約3,000km 南方に位置するヤッブ海溝はフィリピン海プレートと太平洋プレート，

そしてカロリンプレートの境界域に位置する総延長700km の海溝である。この海溝のテクト

ニクス，ダイナミクスの解明を目的として, 1993 年, 1995 年そして1996 年に「よこすか」に

よるマルチナロービーム海底地形の調査が行われた。これらの調査によりヤップ海溝全域の海

底地形がマルチナｐ－ビームによって調査され，詳細な海底地形が明らかになった。海溝は

8°20'N付近を境界として北部と南部では，海溝軸に沿っての海溝底の水深の変化，海溝軸の

走向の変化の様相が大きく異なること，海溝島弧側斜面には２つの地形の傾斜の変曲点がみ

られ３つの地形区を形成していること，海溝海側斜面には正断層起源と思われる地塁・地溝

構造の海底地形，海溝底にほとんど堆積物が認められないことなどの地形的特徴が明らかにな

った。
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The
 swath  bathymetric  surveys  of

 the whole-length  of the  Yap  Trench  were  conducted

aboard  the  R/V  "Yokosuka"  during  the submersible  "Shinkai  6500"  dive  program  in 1993

(Y93-03),  1995  (Y95-06)  ancl 1996  (Y96-12).  Full multi narrow  beam  areal coverage  was  ob-

tained  where  the
 water  depth  was  deeper  than

 5,000m.  The  survey  area  is the  Yap  Trench

(7 °00'-12°00'N 136 °30'-139°00'E) which  forms  the  plate boundary  between  the  Philippine

Sea  Plate, the  Pacific Plate, and  the Caroline  Plate.

The
 surveys  revealed  the  detailed

 trench  morphology.  The  morphology  along  trench  axis

shows
 great difference between  the northern  part

 and  the southern  part of the trench. There

are  large
 variations in axial depth

 in the north  of 8°20'N. The  strike of the trench  axis changes

at local trench  deeps.  In
 contrast, the variations are small

 in the south  of 8°20'N.

Major
 two  inflection points are found  in the

 inner trench  slope at depths  of 4,000-5,000m  and

6.000  7,000m.  The  inflection
 points divide the

 inner slope into three  morphological  sections.

The
 morphology  of the inflection correlates with

 the morphology  of the outer  trench  slope in

＊２　 呶呶 大学海洋研究所

＊３　Japan Marine Science ａｎｄ Technology Ｃｅｎtel･

＊４　Ocean Research  Institute, University of Tokvo

JAMSTEC Ｊ. Deep Sea Res., 13 11997)
2０３



the  opposite  side. The  inner trench  slope has a gentle slope at a inflection point where  the topo-

graphic  high  associated  with  the Caroline  Ridge  contacts  with  the outer  trench  slope.

The  bottom  of the trench  valley is found  to be  free from  sediment.  The  horst and  graben

structure  is found  in the outer trench  slope. These  evidences  suggest  that the trench appears
 to

be  still active so the morphology  is neither relict of the past (20  Ma)  tectonism  nor formed  by

lithospheric  flexure.

Key  words  : Yap  Trench, Morphology,  Multi Narrow  Beam,  Philippine Sea Plate, Caroline

Plate

１． は じ め に

日本の約3,000km 南方に位置するヤップ海溝は，フ

ィリピン海プレートと太平洋プレート，そしてカロリン

プレートの境界域に位置する総延長700km の海溝であ

る（図1 ）。この海溝はフィリピン海プレート側にヤッ

プ島を含む島弧をもち，島弧一海溝系の形を呈してい

る。海溝の形状はフィリピン海プレート側を凸に大きく

湾曲している。カ,=，リンプレート側ではカロリン海嶺が

ヤップ海溝に接している（図2 ）。

Seno et al. (1993) によるグローバルなプレート運動

解析では，ヤップ海溝においてフィリピン海プレートー

太平洋・カロリンプレート間は，3～６ mm/yr の相対速

度で収束しており，太平洋・カi=･リソプレートがフィリ

ピン海プレートの下に沈み込んでいるとされる。しかし

ながらヤップ海溝での現在の沈み込みに関しては議論が

ある。 Hawkins and Batiza (1977) やMcCabe and Uye-

da (1983) は，20 Ma 頃にカロリン海嶺がヤップ海溝

に衝突し，そのときにヤップ海溝での沈み込み活動は停

止したとしている。この推論はヤップ海溝が他の海溝に

比べて以下に示すような特異な特徴をもっていることに

よる。ヤップ海溝ではプレートの沈み込みにともなう深

発地震面がみえなく，またヤップ島は変成岩でできてお

り現在の火山活動がみられない。このように深発地震面

と島弧に活火山が存在しないためプレートの沈み込みの

存在は明確ではない。ヤップ海溝の特異性の１つに海

溝軸と島弧までの距離が50km 以下しかないことがあ

る。これは南に隣接するパラオ海溝とともに，世界で最

も海溝と島弧までの距離が近い海溝であろう（図2 ）。

McCabe and Uyeda (1983) は，ヵｐリノ海嶺の衝突が

ヤップ島弧での火山活動を停止させ，海溝一島弧までの

距離を短縮させたと説明している。一方，ヤップ島周辺

海域での年代10 Ma の火山岩の採集(Crawford et al.,

1986;, 第四紀火山活動による熱水変成を受けたと思わ

れる岩石の採集(Fujioka et al., 1986), ヤ,厂／背弧での
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地殻熱流量がやや高いこ と，海溝で の大 きな負の重 力異

常(Nagihara et al.,  1989), 島弧側地殻内での地震活動

(Sato et al･, 1997) などの観測事実は，20 Ma 以後 のヤ

ップ海溝での沈み込みが起こっているこ とを示唆す る。

この海溝のテ クト ユクス， ダイナ ミクスの解明を 目的

として，海 洋科学技 術 センターでは, 1993 年 （Y93-03

航海 ） と1995 年 （Y95-06 航海 ）そ して1996 年 （Y96-

12 航海）に「しんかい6500 」 の潜 航調査航海 とあ わせ

て，「 よこすか」によるマルチ ナロ ービ ー ムを用い た海

底 地 形 及び 重 力 ・地 磁 気調 査を 行 っ た （藤 岡 ほ か ，

1994 ； 西澤ほか, 1994 ； 藤岡ほか, 1996 ； 富士原ほか，

1996 ； 富士原 ・田村, 1996) 。 本論文 では海底地形調査

に関 して得られた結果を報告する。

２．　海底地形調査の概要

海底地形調査は「よこすか」に装備されている古野電

気社製マルチナロービーム音響測深機HS-10 により行

った。調査は「しんかい6500 」の潜航調査点間の移動

中である夜間及び潜水船整備日を利用して行った。船の

測位はGPS  (Global Positioning System) により行い，

測地系はWGS-84 を使用した。水深の計算には調査航

海中のＸＢＴ 観測及び「しんかい6500 」により観測さ

れたＳＴＤ（塩分濃度，温度，水深）データから, Mack-

enzie (1960) に基づ卜 だ式から求めた海中音速を用い

た。

図３に全調査測線を示す。「よこすか」によって得ら

れたデータの他に海上保安庁水路部の「拓洋」のシービ

ームデータ（岩淵ほか, 1990), 東京大学海洋研究所の

厂白鳳丸J KH92-1 航海のシービームデータ(Fujiwara

et al･， 1996a) もあわせると，北端であるマリアナ海溝

との接合部から，南端のパラオ海溝との接合部までのヤ

ッゾ海溝 全域 （7°OO'N～12・OO'N, 135°00'-139°OO'E)

が調査された。 水深5,000 m 以深のヤ 厂ヽ／海溝の地形

に関してはマルチナr二にービームによって完煢にカバーさ

JAMSTEC Ｊ. Deep Sea Res., 13 (1997)



|ヽべ囗　 卜 ， り贖 斟M 辺 地 城 川 雌略|嵬 図 中 のIXLI㈲,lンに パノ海iか 川 副μを ぶ す

Ｆｉｇ.Ｉ　Location ｍａｐ ｏｆ the Yap ＴＩ'ench. Ｔｈｅ ｂｏｘ slloｗｓ the location of the Ｙａｐ ＴＩ･ｅｎｃh
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図 ２　ヤップ海溝の概略図。等深線間隔は1,000m 。 海底地形はSmith and Sandwell (1994) に よる

Fig. ２　Generalized bathymetric map ｏｆ the Yap Trench. Contour interval is 1･000 meters. The bathymetric data ａｒｅ based on

Smith and Sandwell (1994)｡

れてい る。

３． ヤップ海溝の海底地形

ヤップ海溝全域の海底地形図を図４に示す。マリア

ナ海溝との接 合点 であ る11 °10'Nの 他に，10 °30'N,

9°40'N, そして8 °20'N付近に海溝の水深の深まりがみ

られる。 8°20'N以南には大きな海溝の深みはみられな

レ。海溝の走向はそれらの海溝の深みを変曲点として変

化してレ る。 マ 厂アナ海溝との接合点である11 °10'N

から10 °30'Nまでの走向はN25 °Ｅである。10 °30'Nか

ら9 °40'NまでがN10 °Ｅ,9°40'Nか ら8 °20'Nまでの走

向はN30 °Eと変化する。8°20'N以南は走向は短い周期

を4にバ(比較的連続的に変化する。N30 °Ｅから7 °20' N,

136°00″ＥにおいてはNL10 °Ｅの走向へとヤ｡バノ海溝は

二の部分で人きく湾曲してレる。海溝の深まりのところ

で･はまた，水傑6,000m 以卜の海溝の輻が広くなる傾向

かある( 図５)。

２θ６

図６に海溝軸に沿った海底地形断面図を示す。海溝

軸に沿ってヤップ海溝底の水深は6,200m から8,900 m

まで大きく変化する。前述のように11 °10'N, 10°30'N,

9°40'N･ そ して8 °20'N付近に海溝の水深の深まりがあ

る。10 °30'N付近の海溝の深みにヤ
ヅ
プ海溝の最深部が

ある。10 °29.957'N, 138°40.987'Eの地点 が最深部でそ

の 水 深 は8,946m で あ る( 富 士 原 ほ か ， 本 潛･)。

10°50'N, 10°10'Nと9 °OO'N付近 の海溝浅部は カロリン

海嶺がヤップ海溝に接しているところである。これらの

場所では水深6,000 m 以上の海溝の輻 も緇くなる傾向

にある( 図5) 。8°20'N以南では海溝底の水深は 南にい

くにっれて，小さな水深の変動をともないながらもＬだ

いに浅くなっていく( 図６)。

マリアナ海溝とヤ,ドノ海溝はほぼ直交に接合レC いる

(図7j 。海溝の接 台点から北に，西落ちの落差1､500m

以｡1び) 急崖をともなり谷地形がのびている(11 °30'N･

138 °50'Eヽ )2 °00'Ｎ，139°00‘Ｅ≒ 二の 谷｣也形 の 疋向は

JAMSTEC Ｊ． Deep Sea Res., 13  (19971



図 ３　ヤ･
パ／海溝における海底地形調査の全航

跡図。赤い実線は96 年，青い実線は95 年，緑の実線は93 年の「 よこ寸か」・

調蠢測線を示す

Fig. 3 Survey ship tracks in the Yap Trench. The solid red, blue and green lines show the survey tracks of the R/V “Yokosu-

ｋａ” in 1996, 1995 and 1993, respectively.

JAMSTEC Ｊ. Deep Sea Res., 13  (1997)
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図 ４　ヤ ー/ 海溝令域の海底地形図｡ 等傑線間隔は250m 。 ||陬･ 色ほと深卜 水深を示才

Fig. 4　Bathymetric ｍａｐ of the whole-length ｏｎｈｅ Yap Trench. The cont:our interval is 250m. Dark colors indicate deeper
ｗａtｅr depth.

JAMSTEC Ｊ． Deep Sea Res., 1 3 (1997)



図 ５　ヤード ／海溝全域の海底地形図。等深線間隔は500m 。 水深6,000m より深い海域に影をつけている。図中の緑と青の実

線と記号は図6,  11,12 に示す海底地形断面図の測線を示す

Fig. ５　Bathymetric map of the whole-length of the Yap Trench. The contour interval is 500m. The area deeper than 6,000m

is shaded. The green and blue lines and alphabets show the tracks of cross sections shown in figures 6， 11, and 12.
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図 ６　マリアナ海溝との接合部(11 °07'N) から7 °16'Nまでの海溝軸に沿った海底地形断面図。断面図の測線は図５
に示 さ

れている

Fig. ６　Bathymetric cross section along trench axis to 7°16'N from the junction with the Mariana Trench of 11 °07'N. The

track of cross section is shown in Fig. 5'

N20 °Ｅ でヤップ海溝北部の走向に｡ほぼ一致している。

10°50'N及び10 °10'N付近 のカ･==･リソ海嶺と接してい

る場所の対面の島弧側斜面では，水深6,000m のところ

に傾斜のゆるい斜面がみられる。この斜面が海溝軸側に

張りだしているため海溝の幅が狭まっている( 図7) 。

ヤ
ップ海溝中部の9 °OO'N

付近の海溝斜面においても同

様に，カｇリッ海嶺と接している場所の対面の島弧側斜

面には水深4,000 ～5,000m のところに傾斜のゆるい斜

面がみられる( 図8) 。

8°20'Nを境にした海溝北部と南部は地形的な特徴を

異
にする。しかしながら地

形を細かくみると，8°20'N

以南にも小さな規模では海溝軸に沿った起伏があ り，海

溝の深まりを起点に海溝の走向を変えていると解釈する

こともできる( 図6,  9)。

水深6,000m 以 上 の海溝
深部は136 °Ｅ 付近でN20 °Ｅ

の走向をもつ地形の高まりに
よって途切れる( 図10) 。

136°Ｅ 以西からは，観測測線が十分に｡ないため確かでは

な
いが，海溝地形はみられ

ない。 またヤップ海溝とパラ

オ海溝をつなぐ海溝トラ
ソスフォーふ断層の存在( 加藤

ほか, 1986) も明確に確認できない。

海溝軸
に直交した海底

地形断面図を図11 と12 に示

す。海溝底に｡は堆積物の堆積を示唆する地形平坦面はゐ，

られない。

藝溝藝 側( ヵ９ リンプト ー|` 側) の海溝軸から20

km まで の平均傾斜は10 °前後である( Ａ` Ｉ断 面≒

8°20'N以 南では平均傾斜は海溝北部に比ぺて小さくな

り7°前後である（J～Ｎ）。これらの傾斜角は一般的な海

溝に比べてかなり高角度である。海溝軸から10 km ま

でに傾斜角度15 °を超す急斜面をともなう場所もある

(B, C, E, G, I, J)。海溝海側斜面には正断層起源と思わ

れる地塁・地溝（ホルスト・グラーベッ）構造の海底地

形がみられる（Ｃ,Ｄ,Ｅ,Ｆ,Ｈ,Ｌ,Ｎ）。

海溝島弧側の斜面には水深4,000 ～5,000m と6,000 ヽ･

7,000m のところに２つの地形の傾斜の変曲点があり，

これによって海溝斜面は３つの斜面で構成されている。

この地形の変曲点はヤップ海溝全域にわたって普遍的に

みられるが，その形態につ廴ヽては場所によって多少の違

いがみられる。斜面上に数百ｍ の小さな落差のみ（Ｃ，
Ｆ, Ｈ, Ｋ, Ｌ, Ｍ），傾斜

角のゆるい斜面を4,000-5,000m

の
変曲点にともなう<G,

 N), 6,000 ～7,000m の変曲点

にともなう<B.  D, E, I, J) という３つの形態がみ
られ

る。形態についてはカロリン海嶺の接近と相関があり，
海側斜面で地形の高まり

が海溝に接しているところで，

ゆる卜 傾斜面をともなう傾向がある(B,  D, E. G)
 

４， 考　　　 察

マ リアナ海溝 と ヤ,。プ海溝 の接 合点か ら北
に のび る 谷

地
形につ1, てヽNishiyama et al.

 (1986) は ［ 白 鳳 丸 ］

KH86 １ 航海 で 得 ら れ た反 射 法地 震 探 査 の 結
果か ら ，

ここでは マ リアナ弧が ヤ･パ／弧 の 下に沈 み込
ん でい ると

1.だ。　こｊ冂こ対 レ（ 岩淵 ほ か （1990 ）は ， 沈 み込 み の

班 縮場 で廿 な く ヤ ド ／側の」也殼 が 落 らでレ る旧 析層
０ 場

JAMSTEC Ｊ. Ｄｅｅｐ Ｓｅａ Res., 13  (1997)



図 ７　ヤ,。yI海 溝北 部の 海 底地 形図。 等深線 間隔 は200m ．暗 い 皀 ほ ど 探い 水深 を 示す

Fig
‘ 
７　Balhymetric map of the northern Yap Trench. The contour intei･ ゛al i

ｓ 200m' Dark colors indicat ｅ ｄｅｅｐｅ
ｌ゙  ｗａtel' depth.
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図 ８　ヤッゾ海溝中部の海底地形図。等深線間隔は200m 。暗 い色ほ ど深レ 水探を示寸

Ｆｉｇ. ８　Bathymetric ｍａｐ ｏｆ the central Yap Trench. The contour int ｅrｖａ囗ｓ 200 m. Dark colors indicate deeper water depth.

JAMSTEC Ｊ． Deep Sea Res., 13  ( 19971



図 ９　ヤ,。ゾ海溝南部の海底地形図。等深線間隔は200m 。暗い色ほど深い水深を示す

Fig. ９　Bathymetric map of the southern Yap Trench. The contour interval is 200m. Dark colors indicate deeper water depth-

図10　 卜・ 海゙溝 南端 部の海底地形|戔，等深線間隔は200m 。暗い 色ほど深い 水深を示す

Ｆｉｇ. 10　Bathymetric ｍａｌ
〕of the southei･11 elld of Yap Trench. The contour interval

 is 250m. Dark colors indicate deeper

ｗａtｅｒ（leplh，

JAMSTEC よDeep Sea Res.,  13  (1997)
？､1３



２Ｍ･

図 ］１　ヤ バ／海溝北部の海溝軸に直交１た海底地 形斷|白面|。 断|白面|の測線は 図５に示,爿 に八 るヽ。 横軸の原点は 海溝軸を示

す。原点 より右側が海溝海側 （太ヽlx洋 一力･・ りソゾ ・`－卜側J を 示す。縦軸の１日盛は1,000m 。 点 線は ＆醂|線にお

ける水深4,000m を示す

Fig. l j　Bathymetric cross sections across trench axis in the northern part of the Yap Trench. The tracks ｏｆ cross sections are

shown 111 Fig. 5. The origin of the horizontal axis indicates the trench axis. The trench inner slopes (Pacific/Caroline

Plate side) are shown in the right-hand side. Tickmark interval  in the vertical axis IS I ･000 m. Dotted lines indicate

water depth 4,000m in each track.
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図12　 ヤ･ド ノ海 溝 南 部 の 海 溝 軸 に 直 交 Ｌ だ 海 底地 形 断 ㈲ 図。 断 面 図 の測 線 は 図 ５に 示 さ れ て い る。 横 軸 の原 点 は 海 溝軸 を 示

す 。 原 点 よ り 石側 か 海 溝 海 側 （ カ ロ リ ッ ゾ レ ー ト 飼D を 示す 。 縦 軸 の １ 日盛 は1,000m 。 点 線 は 各測 線 に お け る 水深

4,000m を 小す

Fig. 12　Bathyrnetric cross sections across trench axis in the southern part of t ｈｅ Yap Trench. The tracks ｏｆ cross sectio】lｓ al‘
ｅ

shown in Fig. 5. The origin of the horizontal axis indicates the trench axis. The trench inner slopes (Caroline Plate

side ｝ａrｅ shown in the right-hand side. Tickmark interval in the vertical axis is 1,000m.  Dotted lines indicate water

depth 4.000  m Ill each track.
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であるとした。重力異常の観測からは，ここでは沈み込

み帯でみられるような大きな負の重力異常はみられず，

この谷地形は沈み込みの圧縮場ではなく正断層の場であ

ると示唆される（富士原・田村, 1996) 。

海溝海側斜面の高角度の傾斜についてはプレートの曲

がりによって形成されたものではなくカロリン海嶺が接

しているため であ ると思われる。 Tokuyama et a1.

(1985) が「白鳳丸J  KH84-1 航海で得られた反射法地

震探査の記録から，トランスフォーム的とした海溝軸近

くの急傾斜面も， カi=’リソ海嶺がヤップ海溝に｡会合した

際に正断層運動により崩壊したことによるものと思われ

る。

海溝島弧側斜面に２つの傾斜の不連続点がみられる

ことにっいては，厂白鳳丸J KH84-1,  KH86-1 航海で得

られた反射法音波探査の記録から指摘されていた。藤岡

ほか(1989) はこの地形変曲点によって海溝島弧側斜

面は３つの地形区に分けられると指摘した。彼らはこ

の地形区について，フィリピン海プレートが衝上し，ヤ

ップ島弧側斜面でフィリピン海プレートの地殻の断面が

みられるのだと説明した。藤岡ほか(1996) は「しん

かい6500j の潜航調査で採集された岩石れきに蛇紋岩

やカンラン岩など上部マントルを構成する岩石が多いこ

とから6,000m 付近の地形変曲点はモホ面であるとして

いる。ヤ
ヅ
プ海溝では海溝底に｡ほとんど堆積物が認めら

れないため，斜面の傾斜の変化は付加帯の形成によるも

のとは考えにくく，藤岡ほか(1989) が示唆するよう

に地殻断面が霹出しているのかもしれない。カロリン海

嶺の接近と斜面の傾斜の形態との相関については，　力卩

リッ海嶺の衝突によって断層が大きくずれたのか，ある

いはカロリン海嶺が付加された可能性も示唆される。

ヤップ海溝の現在における沈み込み活動の議論に関し

ては，海溝海側の正断層起源と思われる海底地形，深い

水深，海溝底に｡ほとんど堆積物が認められないことなど

の特徴はこの海溝が現在でも活動的であることを定性的

には支持する。 プレート沈み込みによって海洋地殻は下

に引きずりこまれるため深い水深が維持され，堆積物は

地球深部へと消費されていると考えられるためである。

しかしながら海溝における負の重力異常の値は，他の活

動的な海溝のそ れに比 べると その値 が 多少 小 さレ

(Fuji war a ｅt al., 1996b) 。これはプレート沈み込みによ

９て海洋地殻が下に引きずりこまれる力がないか，ある

いは他の活動的な海溝に比べて小さいことを示唆してい

るのかもしれない。
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5. ま　と　め

1993年, 1995 年そして1996 年に，フィリピン海プレ

ートと太平洋プレート，そしてカロリンプ1一一卜の境界

域に位置するヤップ海溝において，「よこすか」による

マルチナロービーム海底地形の調査が行われた。これら

の調査と既存の調査結果とを合わせると，ヤップ海溝全

域の海底地形がマルチナロービームによって調査され，

詳細な海底地形が明らかになった。

（1） ヤップ海溝は8 °20'Nを境界として北部と南部で

地形的特徴が異なる。北部は海溝軸に沿っての海溝底の

水深の変化が大きく，海溝の走向は海溝の深みを変曲点

として変化している。ヤップ海溝南部はこれに対して海

溝軸に｡沿っての海溝底の水深の変化は小さく，またその

変動の周期も短い。齟溝軸の走向は比較的連続的に変化

する。

（2） マリアナ海溝とヤップ海溝との接合点では，両海

溝の他に急崖をともなう谷地形が会合している。その谷

地形は正断層起源であると考察される。パラオ海溝とヤ

ップ海溝との接合点では，海溝深部は地形の高まりによ

って途切れ，海溝地形は認められなくなる。海溝どうし

で接合しない。

（3） 海溝島弧 側の斜面には水深4,000 ～5,000m と

6･000～7,000m のところに２つの地形の傾斜の変曲点

があり・ これによって海溝斜面は３つの斜面で構成さ

れてx･`る。その形態については，斜面上に数百ｍ の小

さな落差のみ，傾斜角のゆるい斜面を4,000 ～5,000m

の変曲点にともなう, 6,000 ～7,000m の変曲点にとも

なう・ という３つの形態がみられる。カロリン海嶺の

接近とその形態は相関があり，海側斜面で地形の高まり

が海溝に接しているところで，ゆるい傾斜面をともなう

傾向がある。

（4） 海溝海側斜面の傾斜角は一般的な海溝に比べてか

なり高角度であるが，これは力ｇリソ海嶺がヤップ海溝

に椄しているためであると考察される。海溝海側の正断

層起源と思われる海底地形，深い水深，海溝底にほとん

ど堆積物が認められないことなどの地形的特徴はこの海

溝が現在でも活動的であることを定性的には支持する。

謝　　　辞

井出正比占司令，橋本菊夫航法管制長をはじめとする

潜水調査船「しんかい6500 」運航チーム，及び湯川修

(Y95 06 ），斎藤房夫（Y96 12 ）船長をはじめとする観

測船［よこすか］乗組員の調査航海における協力と航海

デ　タジ）提供に感謝する．海卜.保安庁水路部の岩淵佯．

JAMSTEC Ｊ， Deep Sea Ｒｅｓ･． １３ (1997)



西澤あずさ両博士に｡は水路部の「拓洋」, 1993 年の「よ

こすか」(Y93-03) によって調査された海底地形データ

を提供していただいた。 Y95-06 及びY96-12 航海乗船

研究者（北里洋・大森琴絵・加藤和浩・有吉正幸・小寺

透・和田秀樹・石井輝秋・小原泰彦・坂本泉・能木裕一

・長浜統彦・平清 一菊間敏雄）には研究に関する援助と

有益な助言をしていただいた。

引 用 文 献

Crawford, Ａ. J., L. Beccaluva,  G. Serri, and J. Dostal

(1986):Petrology,  geochemistry and tectonic im-

plications of volcanics dredged from the intersec-

tion of the Yap and Mariana trenches. Earth Planet.

Sci. Lett., 80,  265-280.

Fujioka, Ｋ･ ， Ｔ. Furuta, G.  Kimura,  K.  Kodama,  K.

Koga, S. Kuramoto, H.  Matsugi,  T. Seno, Ａ･

Takeuchi,  M. Watanabe, and S. Yamamoto  (1986):

Sediments and rocks in and around the Palau and

Yap trenches. ln:Y.  Tomoda  (ed.), Preliminary

Rep.  of Hakuho-Maru Cruise KH86-1. Ocean Res.

Inst･ ， Univ. Tokyo, 38-148.

藤岡換太郎 ・木村　学 ・竹内　 章(1989): ヤップ島の

形成 史とフ ィリピ ン海プレート南端部のテ クトニク

スー試論－ 。地学雑誌, 98-3,  66-74.

藤岡換太郎 ・藤本博巳 ・西澤あ ずさ・佐藤利典 ぺ」ヽ泉聡

子 一大鋸 朋生 ・仲村明子 ・堀井喜弘(1994): サザ

ノクロ ス潜 航調査報告－ フ ィリピ ン海プレート南

部， ヤップ， パラオ海溝及びアユトラフの横断潜航

―. JAMSTEC 深海研究, 10,203 一一230.

藤岡換 太郎 ・小 林和男 ・富 士原 敏也 ・北里　 洋・岩淵

洋・田村千織・大森琴絵 り 口藤和浩 一有吉正幸・小

寺　 透(1996): フ ィリピ ン海プレート南端部のテ

クト エ クスー-SOUTHERNCROSS'95 航海成果－ ．

JAMSTEC 深海研究, 12,275-290.

Fujiwara,  T 。Ｋ， Fujioka, K. Kobayashi,  K. Tamaki,  H.

Fujimoto, Ｃ. Tamura, J. Segawa, Y.  Iwabuchi･ and

Ａ. Nishizawa (1996a):Geophysical Mapping of

the Southeastern Boundary of the Philippine Sea

Plate. Prog, and Abst. International Symp. on Gravi-

t:ｙ， Geoid, and Marine Geodesy 1996, 210.

Fujiwara,  T･ ， Ｋ. Fujioka, K. Kobayashi,  K. Tamaki, Ｈ.

Fujimoto, Ｃ. Tamura, J.  Segawa,  Y. Iwabuchi,  and

Ａ. Nishizawa (1996b):Geophysical Mapping of

the Southeastern Boundary of the Philippine Sea

JAMSTEC Ｊ. Deep Sea Res., 13 (1997)

Plate.  EOS Trans.,  Am.  Geophys.  Union,  77-46,

704.

富 士原 敏也 ・田村 千 織 ・藤岡換太郎 ・小 林和 男(1996):

ヤ ップ ・パ ラ オ島弧海 溝系の海底地 形 調 査.  JAM-

STEC 深 海 研究,  12,251-259.

富 士 原 敏 也 ・田 村 千 織(1996): ヤップ ’゙ ラ オ島 弧 海

溝 系 の 重 力 ・地 磁 気 調 査. JAMSTEC 深 海 研 究 ，

12,  307-314.

富 士原 敏也 一橋 本 菊夫 ・小原 泰彦 ・田村千織・藤岡換太

郎 ・小林 和 男(1997): ヤ ップ海溝最深部 の発 見．

JAMSTEC 深 海 研究,  13,195-202.

Hawkins, J. and Ｒ. Batiza (1977):Metamorphic rocks

of the Yap arc-trench system. Earth Planet. Sci･

Lett., 37,  216-229.

岩 淵　 洋 ゜吉 岡 真一 ・浅 田　 昭(1990): ヤ ップ海溝北

端部 の海底地 形． 水路 部研 究報 告, 26,  87-98.

加 藤　 茂 ゛加 藤　 岡卜 浅 田　 昭(1986): パ ラ オ海 溝北

部の詳 細な海 底地形 ．水路 部技 報, 4,  8-16

Mackenzie,  K.  V. (1960):The Journal of the Acoustical

Society of America. 32(1),  100-104･

McCabe,  R.  and S. Uyeda  (1983):Hypothetical model

for the bending of the Mariana Arc. ln:D.  E. Hayes

(ed.),  The　tectonic　and　geologic　evolution　of

southeast Asian seas and islands, Pt.  2. Am.  Ge-

ophys. Union, Washington,  D.  C., 281-293.

Nagihara,  S., M.  Kinoshita,  H.  Fujimoto,  H.  Katao,  H.

Kinoshita, and Ｙ. Tomoda (1989):Geophysical 0b-

servations around the northern Yap Trench : seis-

micity, gravity and heat flow. Tectonophys.,  163,

93-104.

Nishiyama, Ｅ ･ ， Ｈ. Tokuyama, H.  Tamai,  H.  Katao,  S.

Kuramoto, and Ｋ. Syehiro （1986 ）:Seismic reflec-

tion survey. ln: Ｙ. Tomoda  (ed.), Preliminary Rep.

ｏｆ Hakuho-Maru Cruise KH86 -1 . Ocean Res. Inst.,

Univ. Tokyo, 18 一一29.

西 澤 あず さ ・沖 野 郷 子 ・藤岡 換 太郎(1994): ヤ バヽ ノ海

溝 中 央 部 海 側 斜 面 域 の海 底 地 形. JAMSTEC 深 海

研究, 10,251-259.

Sato,  T.,  J. Kasahara, H.  Katao,  N.  Tomiyama,  K.

Mochizuki,  and S. Koresawa  (1997 卜Seismic ob-

servations at the Yap Islands and the northern Yap

Trench. Tectonophys･ ， 271, 285 294･

Seno,  T., S. Stein, and Ａ. E. Gripp  (1993): Ａ model  for

the motion of the Philippine Sea plate consistent

２１７



with NUVEL-1  and  geological data. J. Geophys.

Res., 98, 17941-17948.

Smith, W.H.F.  and D. T. Sandwell  (1994) : Bathymet-

ric prediction from dense altimetry and sparse ship-

board  bathymetry. J. Geophys.  Res., 99, 21803-

21824.

Tokuyama  H., T. Asanuma,  E. Nishiyama, H. Hatori,

21 ８

H.  Chiba, S. Ueno,  and  N. Tomita  (1985) : Mul-

tichannel seismic  reflection  survey.  In:  K.

Kobayashi  (ed.), Preliminary  Rep.  of  Hakuho-

Maru  Cruise KH84-1.  Ocean  Res.  Inst., Univ.

Tokyo,  282-291.

（原稿受理:1997 年７月14 日）

JAMSTEC Ｊ， Deep Sea Ｒｅｓ･， 13 (1997)


	ヤップ海溝の海底地形
	1. はじめに
	2. 海底地形調査の概要
	3. ヤップ海溝の海底地形
	4. 考察
	5. まとめ
	謝辞
	引用文献




